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◎本紙面は2025年2月28日(金)から3月14日（金）に配信された、
　オンラインセミナーの講演から抜粋・再構成しています。

福井県環境・エネルギー懇話会では、エネルギーや環境問題をめぐる現状と課題を整理し、体系的に学ぶ３回シリーズのセミナーを開催しています。
今年度最終回となるセミナーでは、メイン講師の竹内純子氏に加えゲスト講師を招き、次期エネルギー基本計画など「これからのエネルギー・原子力政策」について学びました。

　
パ
リ
協
定
の
採
択
以
降
、途
上
国
も
含
め
て

各
国
が
気
候
変
動
目
標
を
掲
げ
る
よ
う
に
な

り
、現
在
、2
0
5
0
年
ま
で
な
ど
、年
限
を
区

切
っ
て
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
目
標
を
掲
げ

て
い
る
国
・
地
域
は
1
4
0
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。C
O
P
29
が
昨
年
11
月
、産
油
国
で
あ

る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
会
議
は「
資
金
の
C
O
P
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。途
上
国
か
ら
先
進
国
に
求
め
た
資
金
支
援

は
、年
間
1
兆
3
0
0
0
億
ド
ル（
約
2
0
0

兆
円
）に
の
ぼ
り
ま
し
た
。し
か
し
先
進
国
で
拠

出
で
き
る
め
ど
が
立
た
ず
、今
の
3
倍
で
あ
る

3
0
0
0
億
ド
ル
で
妥
結
し
ま
し
た
が
、途
上

国
は
強
い
不
満
を
示
し
ま
し
た
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

経
済
状
態
の
悪
化
や
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生

で
、グ
リ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
厳
し
さ
と
と
も
に
、

国
際
協
調
の
確
保
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、C
O
P
28
で
示
さ
れ
た
多
様
な
技
術

へ
の
期
待
は
引
き
継
が
れ
た
と
思
い
ま
す
。再
エ

ネ
一
辺
倒
で
は
な
く
原
子
力
、C
C
U
S（
C
 O₂

　

2
月
18
日
、次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
第
7

次
と
な
っ
た
計
画
で
は
第
６
次
と
比
較
す

る
と
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
契
機
と
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、供
給
不
安
の
頻
発

を
受
け
、よ
り
現
実
的
な
も
の
へ
舵
を
戻
し

ま
し
た
。2
0
4
0
年
度
の
電
源
構
成
を

回
収
・
貯
留
技
術
）、低
排
出

車
、低
炭
素
水
素
な
ど
多
様
な

技
術
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
ま
し

た
。原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
テ
ッ
ク

カ
ン
パ
ニ
ー
な
ど
が
小
型
モ
ジ

ュ
ー
ル
炉
に
投
資
す
る
な
ど
、

そ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

C
O
P
29
や
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を

踏
ま
え
て
考
え
る
わ
が
国
の
Ｇ
Ｘ
の
今
後

原
子
力
の
持
続
的
活
用
の
た
め
に
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再
エ
ネ
だ
け
で
は
な
く

多
様
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る

原
子
力
を
活
用
す
る
た
め
に

政
策
の
立
て
直
し
を

講演

 1メイン講師
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ま
さ
に「
百
年
の
計
」で
す
。

1
9
0
0
年
ぐ
ら
い
か
ら
石
炭
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
7
割
を
占
め
、そ
の
後
、石
油
が
約

半
分
を
占
め
る
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

1
9
6
0
年
か
ら
70
年
ご
ろ
に
か
け
、さ

ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し
同
時
に
使
わ
れ
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。現
在
、世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ェ
ア

は
、石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
が
3
割
前
後

を
占
め
、脱
炭
素
電
源
と
い
わ
れ
る
原
子
力

4
％
、再
エ
ネ
6
％
、水
力
6
％
と
い
う
水

準
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
事
情
に
合
わ

せ
て
使
い
分
け
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
状
況
を

見
て
み
る
と
、運
転
可
能
な
原
子
炉
は
33
基

あ
り
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
、

既
に
廃
止
措
置
に
な
っ
た
原
子
炉
は
21
基
で

す
。図
1
は
、震
災
後
に
全
て
の
原
子
炉
が
止

ま
り
、再
稼
働
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
状

況
を
表
し
て
い
ま
す
。こ
の
図
か
ら
2
0
5
0

　

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
見
る
と
、

再
エ
ネ
か
原
子
力
か
と
い
う
二
項
対
立
で

は
な
く
、と
も
に
最
大
限
活
用
し
て
い
く
こ

年
、2
0
6
0
年
あ
た
り
に

な
る
と
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
減
っ

て
い
く
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

原
子
力
政
策
は
新
設
の
原
子

炉
の
建
設
リ
ー
ド
タ
イ
ム
、次

世
代
革
新
炉
の
開
発
に
も
時

間
が
か
か
る
こ
と
、と
いっ
た

複
合
的
な
問
題
を
解
く
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
、使
用
済

み
核
燃
料
の
再
処
理
を
は
じ
め
と
す
る
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
、円
滑
で
着
実
な
廃
炉
の
推
進
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
と

いっ
た
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
問
題
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
に
向
け
た
原
子
力
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、次
世
代
革
新
炉
は
、

炉
型
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ
る
た

め
、国
際
連
携
も
活
用
し
産
学
官
で
進
め
る

と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は「
Ｓ（
安

全
）＋
３
Ｅ（
安
定
供
給
、経
済
効
率
性
、環

境
適
合
性
）」が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。現

在
、私
た
ち
が
重
視
し
て
い
る
の
は「
３
Ｓ

（
安
全
性
、資
源
の
安
定
供
給
・
安
全
保
障
、

環
境
適
合
性
・
持
続
性
）」で
す
。そ
こ
に「
Ｅ

（
経
済
効
率
性
）」を
求
め
る
こ
と
が
、こ
れ

か
ら
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。大
切
な
の
は
、次

期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
も
触
れ
て
い
る

人
材
の
維
持
・
強
化
を
含
め
た
、政
策
・
サ
イ

ク
ル・
基
盤
・
事
業
環
境
の
全
て
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
組
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、こ
の
視

点
で
原
子
力
の
具
体
的
な
政
策
に
生
か
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

原子力発電環境整備機構
理事長

東京大学 名誉教授

山口 彰  氏
やまぐち　あきら

原
子
力
政
策
は

「
百
年
の
計
」が
必
要

「
３
S
＋
Ｅ
」の
視
点
で

今
後
の
原
子
力
政
策
を

講演

 2ゲスト講師

福井県経済団体連合会
福井商工会議所

これからのエネルギー・原子力政策について学ぶわかりやすく学ぶエネルギースクール
第3回エネルギーセミナー

再
エ
ネ
は
4
〜
5
割
程
度
と
し
、原
子
力
に

つ
い
て
は
新
設
・
建
て
替
え
も
認
め
、「
依
存

度
を
極
力
低
減
さ
せ
る
」と
い
う
言
葉
が
削

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
第
７
次
計
画
で
は
再
エ
ネ
の
切
り
札

と
し
て
、次
世
代
の
太
陽
光
で
あ
る
ペロ
ブ
ス

カ
イ
ト
太
陽
光
電
池
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
に

加
え
て
、太
陽
光
発
電
の
特
性
か
ら
蓄
電
池

の
大
量
導
入
が
無
け
れ
ば
供
給
不
安
に
な
る

点
は
従
来
型
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。結
局
、原

子
力
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、「
Ｇ
Ｘ
2
0
4
0
」ビ
ジ
ョ
ン
や
次
期
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、原
子
力
活
用
の
方
針

を
示
し
て
い
ま
す
。こ
の
方
針
転
換
は
歓
迎

す
べ
き
で
す
が
、地
元
合
意
の
あ
り
方
の
見

直
し
、原
子
力
安
全
規
制
の
最
適
化
、原
子

力
損
害
賠
償
制
度
の
見
直
し
な
ど
、原
子
力

政
策
の
立
て
直
し
が
必
要
で
す
。

Amazonは原発直結のデータセンターを買収。
さらに小型モジュール炉の開発に取り組む複
数の原子力関連企業に5億ドル（約750億円）
を投資した。

原子力政策の立て直しに向けて持つべき視点

原子力事業に失われた「予見性」の付与
・政策の長期安定性確保（政治の不透明性の低減）
・電力システム改革との調整（規制の不透明性の低減）

1

原子力事業の最適化に向けた事業環境整備
・原子力安全規制の最適化（規制の不透明性の低減）
・エビデンス・ベースの損害賠償責任の在り方の議論

福島復興・廃炉の円滑な実施に向けた課題解決
・東京電力の体制見直し

出典：Ameican Nuclear Society

これまでのセミナーの内容は当会ホームページの
「わかりやすく学ぶエネルギースクール」からご覧いただけます。 https://www.fukui-kan-ene.net

「Ｓ＋３Ｅ」から、「３S＋E」へ
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出典：第43回総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 原子力小委員会　資料1に加筆・抜粋
※グラフの前提条件については、当会ホームページに掲載の講演資料にてご確認ください。

図1 原子力発電設備容量の見通しと次世代炉建設

あらゆる前提と
しての安全性の確保

安定供給の
確保と強靭化

環境適合性の確保

エネルギー全体の経済効率性の確保
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40年運転
60年運転（許可済）※2

稼働炉

60年運転（仮定）

次世代革新炉の新規
建設（36GW/30y）


